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○図書館短期大学と私の転点○  

大場高志（図書館短期大学別科 1976 年卒業）

昭和 50 年 4 月、世田谷区下馬の図書館短期大学

では、入学式を終えた特別養成課程生 36 名がグラ

ウンドの桜の木の下で集合写真を撮り教室に三々

五々もどる間、暖かな桜吹雪が女学生等の碧の黒髪

とプリーツスカートの裾をはためかせていた。 

昭和 44 年 4 月、私は東京都立大学に入学した。

時は学園紛争期、6 月 28 日にバリケード封鎖があり、

10 月 29 日機動隊が導入されて封鎖は解除された。

解除日前に私はバリケードから逃げた。その後、い

くつかセクトを渡り、街頭闘争にも参加したが、闘

争の正当性を実感できず学内に戻って、大学生活 6

年目には映画研究会の片隅でくさっていた。 

つまり私は大学教育のイロハを知らず、学問研究

の基礎（特に方法論）を学ぶことなく 6 年間の大学

生活を送った。昭和 49 年には第一次オイルショッ

クもあり就職は全滅だった。都立大学入学同期の故

大江隆男氏が前年に図書館短期大学別科に進学して

いた。この大学は東急東横線都立大学駅の隣の学芸

大学駅にあり、直線距離でも 2 ㎞弱の近くにあった。 

図書館短期大学入学初日の入学式が冒頭の情景で

ある。その日からの 1 年間は私の 3 回あるゴールデ

ンエイジの 2 回目であった。この 1 年間で初めて私

は大学教育というもの（特にゼミ教育）を経験し、

勉強しなければ単位は取れないということを知った。

昼休みはソフトボールに興じ、毎週木曜夕方は食堂

で宴会だった。夢のような短大時代が過ぎ、翌年一

橋大学附属経済研究所資料室に就職した。  

就職最初の数か月はタイプライター教本を渡され、

ひたすらタイプライターが打てるよう練習をしてい

た。これで給料がもらえるとはと驚いたものだ。 

世間知らずで生意気な私を数年後に再教育してく

れたのが故清水末寿氏（図書館職員養成所卒）だっ

た。図書目録に限らず、原議書や支出負担行為書の

書き方など大学内での振舞いや公務員生活のイロハ

を教えてもらった。思い込みの激しい人であったが、

私が唯一「師匠」と呼ぶ人であった1。 

昭和 62年 5月一橋大学附属図書館に異動になり、

森茜氏（図書館短大別科卒）と出会うことになる。

精力的に様々な仕事をさせられた。感謝している。 

平成 7 年学術情報センターに異動した時には、茂

出木理子氏、相原雪乃氏、小陳左和子氏、佐藤初美

氏など図書館情報大学卒の方々に学術情報流通の基

盤構築のための作法を教えていただいた。また、平

成 12 年からの千葉大学附属図書館時代には、鈴木

宏子氏や米田奈穂氏など図書館情報大学卒の方々に

総合大学附属図書館の運営作法を教えていただいた。

もちろん一橋大学附属図書館にも多くの卒業生がい

て、多大な恩恵を受けてきた。 

まともに大学教育を受けていない私は、課題に対

する解もその方法論も知らない。しかし 1 年間の図

書館情報学のおかげで、課題解決に向けての解を知

る人を探し出す方法だけは学んだのかもしれない。 

一橋大学退職後は一橋大学学園史資料室で働くこ

ととなり、故川崎操氏（文部省図書館員教習所卒）2

や図書館員教習所の創設以来の教員であった故太田

為三郎氏などの業績を知ることができた3。 

                                                   
1 清水末寿『文献の海を越えて : 大学図書館の 39 年』（日本

図書館協会（販売）、2004.6） 
2 大場高志「川﨑操 : 一橋大学附属図書館伝説の事務長」

（『一橋大学附属図書館研究開発室年報』創刊号、2013.3）
https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/handle/10086/25658 
3 大場高志「「くにたち本の会」のひとびと（その１）」－「同

（その２）」（『一橋大学創立150年史準備室ニューズレター』

4－5 号、2018.3－2019.3）
https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/da/handle/123456789/18539 

https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/da/handle/123456789/18614 
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◇知識情報・図書館学類の状況：令和元年度◇ 

 

筑波大学 情報学群 知識情報・図書館学類長 歳森 敦 

 

1) 在籍者数 

 R1.5.1 現在   

区 分 人数 (内女性) 男性比 

1 年 105 (45) 57.1% 

2 年 105 (55) 47.6% 

3 年 118 (55) 53.4% 

4 年 132 (79) 40.2% 

合計 460 (226) 49.1% 

※定員 100 名＋3年次編入 10 名 

 

2) 主専攻別人数（3年次に主専攻に配属） 

主 専 攻 教員 3 年 4 年 

知識科学 15 31 34 

知識情報システム 13 39 46 

情報資源経営 14 48 51 

 

3) 進路状況 

R1.5.1 現在   

進 路 H29 H30 

企業 62(57.9) 77(63.6) 

図書館・公務員・教員 15(14.0) 17(14.0) 

大学院進学 18(16.8) 16(13.2) 

研究生 2(1.9) 0(0.0) 

就活中 5(4.7) 4(3.3) 

公務員試験等受験予定 1(0.9) 2(1.7) 

進学準備 1(0.9) 0(0.0) 

その他 3(2.8) 5(4.1) 

合計 115(100) 121(100) 

※カッコ内は比率 

 

 

 

 

 

 

 

4) 国際インターンシップ  

留  学  先 H30 R1 

上海図書館 0 0 

釜山大学 0 0 

ピッツバーグ大学 1 － 

シュトゥットガルト大学 2 3 

国立台湾師範大学 0 2 

合計 3 5 

 

5) 入試志願者数 

区分 定員 H29 H30 H31 

AC 5 12(2.4) 14(2.8) 31(6.2) 

推薦 40 23(1.2) 32(1.1) 89(2.2) 

前期 40 209(3.5) 165(3.3) 146(3.7) 

後期 15 124(8.3) 104(6.9) 115(7.7) 

全体 100 323(3.7) 315(3.2) 387(3.9) 

編入 10 43(4.3) 37(3.7) 51(5.1) 

※カッコ内は倍率（志願者数/定員） 

 

6) 教員の異動 

退職 2019.3.31 緑川信之教授、石井夏生利准教授 

 担当学類変更 2019.4.1 森継修一教授 

 新任 2019.4.1 加藤誠准教授 

 

推薦入試の定員を2年間で20名から40名に倍増させ、

平成31年度入試からビブリオバトルを用いた集団面

接形式に変更しました。少し話題になったので、耳に

された方もいらっしゃるのではないかと思います。実

施初年度はおかげさまで89名の志願者を集めること

ができました。今年も多数の志願者が集まることを祈

っています。 

教員異動では、緑川信之先生が定年退職されたほ

か、石井夏生利先生が中央大学に転出されました。ま

た、情報メディア創成学類では杉本重雄先生と西岡貞

一先生が定年退職されました。これに伴い、森継修一

先生が情報メディア創成学類の担当となりました。 
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2019 年度（通算第 22 回）総会の記録 

〈日時〉2019年7月21日（日） 
〈会場〉筑波大学東京キャンパス文京校舎 118講義室 
〈出席者〉役員・顧問を含め、17名 
 
〈総会議事〉 

(1) 開会の辞（寺沢白雄会長） 

(2) 会則第19条第2項により寺沢会長を議長に選出。 

(3) 筑波大学の状況報告 

・顧問の中山伸一筑波大学教授より、筑波大学の状況報
告があった。 

・学位プログラム制実施にともない、図書館情報学分野
は、〔学部〕情報学群  知識情報・図書館学類，情報
メディア創成学類（変更なし）、〔研究科〕人間総合科
学学術院（研究科に相当）のもとの人間総合科学研究
群（従来の専攻に相当）のひとつの学位プログラムと
して「情報学」（Informatics）へ移行、となる予定。 

(5) 議事 

1) 第8期役員の異動について 
・第8期役員等（任期：2018年7月～2020年7月）の
異動が提案・承認され、新役員が紹介された。 

2) 2018年度事業報告・決算報告 

1. 会員現勢報告（別項の通り） 

2. 事業報告 

(1) 2018年7月8日に2018年度（通算第21回）
総会を開催 

(2) 筑波大学行事への参加：平成 30 年度卒業式（平

成31年3月25日）に寺沢会長が出席 

(3) 会報第24号（2018年12月）， 

第25号（2019年3月）の発行 

(4) 全卒業生交流会「大橘会」（第9回）を開催 

(5) 同窓会管理システム導入の検討のため、2019年2

月にワーキンググループを発足し検討開始 

3. 決算報告…（別項の通り） 

2) 同窓会管理システムの導入について 
・ワーキンググループより、同窓会管理システム 

alumnet導入の検討内容を報告。 

・クラウド型システムへ移行し、セキュリティ強化とと
もに新機能を活用、同窓会活動の活性化につなげたい。 

・導入を決定。システム実証・活用検討を進める。 

4) 2019度事業計画案及び予算案 

1. 事業計画 
(1)独立した同窓会組織としての運営体制の確立・整備、
(2)会員の一層の拡充、(3)会報の発行、(4)公開イベン
トの開催、(5)全卒業生交流会「大橘会」（第 10 回）
の開催、(6)筑波大学校友会及び同窓生各グループ活動
との連携、(7)同窓会管理システムの導入、(8)その他 

2. 予算案…（別項の通り） 

3. その他 
筑波大学支援図書館情報学振興基金活動（終了）に
代わる、母校の大学への支援活動のあり方を、会
長・副会長と大学教員との間で協議する。 

（橘会理事 城谷浩 ［図情大 昭和59］）

 

 

会員数：1,436 
 

2019 年 9 月 29 日現在 

卒業校別内訳 
   

卒業校 人数 卒業校 人数 

文図講習所 39 図大図情 517 

文図養成所 46 図大図情修 17 

文図養成 A 122 図大博前期 10 

文図養成 B 34 図大博後期 1 

文図養成 1B 3 筑図 135 

文図養成 2B 5 筑博図情修士 3 

図短付養成 14 筑博図後期 3 

図短図書館 245 筑博図情前期 5 

図短文献情 62 筑図情専門学群 2 

図短特養課 90 筑知情図学類 70 

図大図情専 10 筑図情メ研科 3 

  
合計 1,436 

 

 

 

  新入会員（2018 年 9 月以降） 

4190030 千錫烈（筑博図情前期） 

4180013 野口康人（筑図） 

  逝去（2018 年 9 月以降） 

3550127 グランツァー美和子（図短特養課） 

 
 （平成 30 年 ご逝去） 

3290043 平野勝重（文図養成所） 

 
 （平成 30 年 8 月 1 日 ご逝去） 

3280009 伊藤正幸（文図養成所） 

 
 （令和元年 ご逝去） 

  退会者 11 名（2018 年 9 月以降） 

 

【会員現勢】 
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◇2018 年度決算報告◇ 

 

収入の部 支出の部 

繰越 7,768,398 円 支出 667,460 円 

収入 962,539 円 次年度繰越 8,063,477 円 

合 計 8,730,937 円 合 計 8,730,937 円 

内訳

収入の部 

項 目 決算額 

繰越 7,768,398円 

会費 438,000円 

維持協力費 372,000円 

寄附金 152,500円 

雑収入 39円 

小 計 962,539円 

収入 合計 8,730,937円 

 
 
 
 
 
 
 

支出の部 

項 目 決算額 

広報費 23,360円 

印刷製本費 283,736円 

通信費 309,800円 

貸借費 25,080円 

大学支援費 0円 

諸謝金 0円 

慶弔費 0円 

消耗品費 2,816円 

諸経費 22,668円 

支出 合計 667,460円 

予備費 0円 

次年度繰越 8,063,477 円 

計 8,730,937 円 

 

◇2019年度 予算◇ 

         収入の部 

項 目 予算額 

前年度繰越 8,063,477 円 

会費 420,000 円 

維持協力費 340,000 円 

寄附金 120,000 円 

雑収入 1,000 円 

小 計 881,000 円 

収入 合計 8,944,477 円 

 
 
 
 
 
 
 

支出の部 

項 目 予算額 

広報費 30,000 円 

印刷製本費 600,000 円 

通信費 350,000 円 

貸借費 30,000 円 

システム利用料 400,000 円 

大学支援費 100,000 円 

諸謝金 100,000 円 

慶弔費 50,000 円 

消耗品費 10,000 円 

諸経費 30,000 円 

支出 合計 1,700,000 円 

予備費 7,244,477 円 

計 8,944,477 円 

 

 

 

 

 

 

 

図書館情報学橘会 

〒305-8550 つくば市春日１－２  E-mail info@tachibana-kai.com 

公式ホームページ https://tachibana-kai.com/web/ 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ  https://www.facebook.com/lib.info.tachibanakai/ 

発行: 2019 年 11 月 20 日 

 


